
会報・国鉄闘争全国運動　第１４９号（２０２２年１０月１５日）

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
　
１
０
４
７
名
解
雇

撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動
事
務
局

　
　
千
葉
市
中
央
区
要
町
２
―
８
Ｄ
Ｃ
会
館
内

　
　
℡
０
４
３
―
２
２
２
―
７
２
０
７
　

　
　nationw

idem
ovem

ent@
yahoo.co.jp

国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１４９号
2022年１０月1５日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
３
９
６
筆
（
22
年
10
月
15
日
）

１１・６労働者集会の成功を
世界の労組結成・スト・戦争協力拒否の闘いと連帯し

韓国・民主労総ソウル地域本部の参加が決定

労
働
組
合
の
所
属
で
選
別
解
雇
が
行
わ
れ

た
が
、
03
年
の
最
高
裁
は
「
Ｊ
Ｒ
に
責
任

な
し
」
の
判
決
を
出
し
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
動
労
千
葉
の
裁
判

で
名
簿
に
解
雇
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
設

立
委
員
会
な
の
で
す
。
承
継
法
人
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
東
に
は
採
用
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

　
裁
判
は
、
動
労
千
葉
の
組
合
員
や
支
援

で
傍
聴
席
は
満
席
と
な
り
、
組
合
側
弁
護

　
東
京
地
裁
で
10
月
12
日
、
解
雇
撤
回
と

Ｊ
Ｒ
採
用
、
団
体
交
渉
を
求
め
る
裁
判
が

行
わ
れ
た
。
裁
判
に
先
立
ち
、
裁
判
所
前

で
の
ア
ピ
ー
ル
と
署
名
提
出
行
動
を
行
っ

た
（
写
真
）。
今
回
は
１
１
４
１
筆
を
提

出
し
、
延
べ
１
万
筆
を
超
え
る
署
名
を
提

出
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
へ
の
採
用
は
「
国
鉄
が
採
用
候
補

者
名
簿
を
作
成
し
、
そ
の
名
簿
に
基
づ
い

て
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
が
採
用
す
る
」
と
い

う
形
式
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で

に
「
労
働
界
を
代
表
し
て
弔
意
を
示

す
」
と
参
加
し
、
政
府
や
自
民
党
に

す
り
寄
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
が

進
め
た
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、
安

保
・
戦
争
法
、
教
育
基
本
法
改
悪
、

コ
ン
労
組
や
Ｊ
Ｒ
で
の
労
組
弾
圧
と

の
闘
い
が
重
要
で
す
。
日
本
も
世
界

の
闘
い
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
闘
う

労
働
組
合
の
再
生
へ
、
11
・
６
日
比

谷
野
音
へ
の
結
集
を
訴
え
ま
す
。

「
働
き
方
改
革
」
…

連
合
は
こ
れ
を
す
べ

て
容
認
す
る
と
い
う

の
か
！

　
何
よ
り
も
関
西
生

　
動
労
千
葉
第
52
回
定
期
大
会
が
９

月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
関
委
員
長
は
「
最
大
の
闘
い
は
動

労
千
葉
の
組
織
拡
大
。
職
場
に
か
け

ら
れ
て
い
る
の
は
国
鉄
分
割
・
民
営

化
以
来
の
大
攻
撃
。
決
し
て
簡
単
で

は
な
い
が
可
能
性
は
あ
る
」
と
訴
え

た
。

　
渡
辺
書
記
長
が
運
動
方
針
を
提
起

し
、
廃
線
化
・
融
合
化
・
鉄
道
部
門

４
千
人
削
減
な
ど
の
国
鉄
分
割
・
民

営
化
攻
撃
に
匹
敵
す
る
国
と
Ｊ
Ｒ
が

一
体
で
進
め
る
国
家
大
改
造
の
大
攻

撃
に
総
力
を
上
げ
て
立
ち
向
か
う
こ

と
を
軸
に
す
べ
て
を
組
織
拡
大
の
一

点
に
集
約
し
よ
う
と
提
起
し
た
。

　
大
会
代
議
員
か
ら
は
「
グ
ル
ー
プ

会
社
の
大
再
編
も
避
け
ら
れ
な
い
」

「
要
員
不
足
が
深
刻
」「
絶
対
に
お
か

し
い
と
思
っ
て
い
る
け
ど
声
が
出
せ

な
い
若
い
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い

き
た
い
」な
ど
の
意
見
が
語
ら
れ
た
。

〝
組
織
拡
大
で
立
ち
向
か
お
う
〟

動
労
千
葉
が
第
52
回
定
期
大
会
を
開
催

団
が
、
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
事
実
に

つ
い
て
「
も
は
や
争
う
余
地
が
な
い
」
と

被
告
の
中
労
委
を
舌
鋒
鋭
く
追
及
し
、
井

て
東
欧
・
ソ
連
を
崩
壊
さ
せ
、
新
自
由

主
義
は
世
界
を
飲
み
込
ん
で
行
き
ま
し

た
。
し
か
し
30
数
年
を
経
て
新
自
由
主

義
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
破
局
を
開
始
し
、

何
よ
り
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
中
国
侵

略
戦
争
な
ど
戦
争
を
危
機
を
深
め
て
い

久
々
に
韓
国
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域

本
部
や
鉄
道
労
組
の
代
表
団
、
米
国

か
ら
の
参
加
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
日
本
国
内
で
は
ロ
ー
カ
ル
線
廃
線

化
、
公
立
病
院
や
学
校
の
統
廃
合
な

ど
国
家
改
造
的
な
攻
撃
が
全
面
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
第
７
波
で

は
感
染
し
て
も
病
院
に
行
く
こ
と
も

で
き
ず
、
介
護
施
設
が
野
戦
病
院
化

し
ま
し
た
。

　
他
方
で
岸
田
政
権
は
軍
事
費
を
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
２
％
の
10
兆
円
以
上
ま
で
拡

大
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
義
務
化
に

踏
み
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
改
憲
・
戦
争
を
阻
止
す
る
力
も
、

新
自
由
主
義
を
終
わ
ら
せ
る
力
も
闘

う
労
働
運
動
、
階
級
的
労
働
運
動
の

再
生
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
連
合
の
芳
野
会
長
は
、
安
倍
国
葬

11
・
５
労
働
者
国
際
連
帯
集
会

　

11
月
５
日
（
土
）
12
時
30
分
開
場
、
13
時
開
会

　

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
５
階
セ
ミ
ナ
ー
室

11
・
６
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

　

11
月
６
日
（
日
）
正
午　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　

午
後
３
時　

改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進

　
（
日
比
谷
→
銀
座
→
東
京
駅
へ
デ
モ
）

呼
び
か
け
／
全
日
建
運
輸
連
帯
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支

部
、
全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同
、
国
鉄
千
葉
動
力
車
労

働
組
合
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進

ま
す
。
戦
争
と
イ
ン
フ
レ
に

抗
し
て
世
界
中
で
労
働
組
合

の
結
成
や
ス
ト
ラ
イ
キ
が
激

増
し
て
い
ま
す
。
戦
争
を
止

め
る
力
は
労
働
者
の
国
際
連

帯
で
す
。

　
今
年
の
11
・
６
集
会
は

　
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
11
月

６
日
、
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
関
西
生
コ
ン
労
組
・
港

合
同
・
動
労
千
葉
の
３
労
組
の
「
闘
う

労
働
組
合
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
ろ
う
」
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
集

会
は
今
年
で
25
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
中
曽
根
政
権
に
よ
る
国
鉄
分
割
・
民

営
化
や
、米
レ
ー
ガ
ン
、英
サ
ッ
チ
ャ
ー

が
本
格
化
さ
せ
た
新
自
由
主
義
は
、
労

働
組
合
を
攻
撃
し
民
営
化
や
規
制
緩

和
、社
会
保
障
解
体
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
軍
事
・
戦
争
政
策
も
突
出
し
、
や
が

手
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
元
会
長
）
や
深
澤
（
Ｊ

Ｒ
東
社
長
）
ら
を
証
人
と
し
て
法
廷
に
呼

ぶ
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

目
）。

　
新
潟
で
は
10
月
８
日
に
国
鉄
闘
争
全

国
運
動
・
新
潟
と
地
域
一
般
労
組
が
合

同
街
頭
宣
伝
。「
ま
だ
や
っ
て
い
る
の
」

と
驚
き
や
激
励
の
声
を
受
け
な
が
ら
署

名
を
集
め
ま
し
た
（
写
真
３
番
目
）。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
東
京
東
部
の

会
は
10
月
７
日
夕
方
、
新
小
岩
北
口
で

街
宣
を
行
い
、
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

雨
模
様
で
し
た
が
反
応
は
良
好
で
し

た
。（
写
真
下
）

再
度
の
全
国
署
名
行
動

　
全
国
一
斉
署
名
行
動
が
10
月
１
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
千
葉
駅
前
で
は
、
被
解
雇

者
当
該
の
高
石
さ
ん
や
動
労
千
葉
を
支
援

す
る
会
の
山
本
事
務
局
長
を
先
頭
に
十
人

以
上
が
参
加
し
、
マ
イ
ク
で
訴
え
な
が
ら

活
発
に
署
名
を
集
め
ま
し
た
（
写
真
２
番

　
10
月
12
日
は
重
大
な
裁
判
と
な
り
ま
し

た
。

　
一
つ
は
、
組
合
側
は
、
不
当
労
働
行
為

が
あ
っ
た
事
実
関
係
に
つ
い
て
中
労
委
側

な
い
と
い
う
こ
と
で
良
い
の
か
と
詰
め
寄

り
ま
し
た
。

　
中
労
委
は
「
時
効
だ
か
ら
関
係
な
い
」

解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
採
用 

行
政
訴
訟

〝
井
手
や
深
澤
を
法
廷
に
出
せ
！
〟

１０・１２

裁　

判

傍
聴
記 

真
実
め
ぐ
り
決
戦
局
面

は
答
え
な
い
態
度
を
と
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
争
わ

（
裏
面
に
続
く
）　

と
言
っ
て
い
ま
す
。

韓米日労働者の国際連帯で
戦争・新自由主義に対決を
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当
労
働
行
為
の
時
効
は
、
継
続
し
た

行
為
は
そ
の
行
為
が
終
了
し
て
か
ら

一
年
な
の
で
、
い
か
な
る
不
当
労
働

行
為
が
あ
っ
た
か
を
は
っ
き
り
さ
せ

な
け
れ
ば
、
い
つ
そ
の
行
為
が
終

わ
っ
た
か
も
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

　
裁
判
長
は
「
生
の
事
実
を
も
っ
と

出
し
て
く
れ
」
と
組
合
側
に
投
げ
か

け
ま
し
た
。
不
当
労
働
行
為
が
採
用

差
別
と
し
て
行
わ
れ
た
の
か
、
Ｊ
Ｒ

に
移
行
し
て
か
ら
、
い
か
に
組
合
側

が
採
用
拒
否
を
争
っ
て
き
た
か
、
い

か
に
Ｊ
Ｒ
が
拒
ん
で
き
た
の
か
。

　「
時
効
」
論
で
結
審
と
し
た
か
っ

た
裁
判
所
を
こ
こ
ま
で
押
し
返
し
て

き
ま
し
た
。
呼
び
か
け
人
の
金
先
生

は
弁
護
団
の
追
及
を
「
重
戦
車
の
よ

う
な
反
撃
」と
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
に
、
証
人
申
請
を
行
っ
た

こ
と
で
す
。
結
審
ど
こ
ろ
か
証
人
を

呼
ん
で
事
態
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す

る
ぞ
と
迫
り
ま
し
た
。
組
合
側
は
国

鉄
改
革
３
人
組
の
生
き
残
り
で
あ
る

井
手
、
設
立
委
員
だ
っ
た
横
路
元
社

会
党
議
員
、
葛
西
の
下
で
働
い
て
い

た
Ｊ
Ｒ
東
の
深
澤
社
長
、
そ
し
て
組

合
関
係
者
（
田
中
・
中
村
・
小
玉
）

を
申
請
し
ま
し
た
。

　
裁
判
長
は
こ
れ
を
受
け
て
次
回
の

口
頭
弁
論
で
証
人
に
つ
い
て
の
判
断

を
行
う
と
言
い
ま
し
た
。
藤
田
弁
護

士
曰
く
「
最
終
局
面
」
に
入
っ
た
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
証
人
調
べ
を

蹴
っ
て
結
審
と
す
る
の
か
、
国
鉄
分

割
・
民
営
化
の
真
実
を
法
廷
で
明
ら

か
に
し
て
い
く
の
か
。「
井
手
、
深

澤
を
法
廷
に
出
せ
！
」
と
い
う
決
戦

局
面
で
す
。

　
ま
た
裁
判
長
は
、
原
告
側
証
人
の

３
人
に
つ
い
て
は
立
証
趣
旨
が
似
通

う
の
で
は
な
い
か
と
投
げ
か
け
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
の
人
生
と
当
時
の

経
験
を
語
ら
せ
ろ
！
で
す
。

　
次
回
期
日
は
12
月
23
日
11
時
で

す
。
大
決
戦
で
す
。
大
結
集
を
お
願

い
し
ま
す
。（
動
労
千
葉
を
支
援
す

る
会
事
務
局
次
長
・
織
田
陽
介
）

す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。

　
郵
便
の
ロ
イ
ヤ
ル
メ
ー
ル
社
で
も

11
万
５
千
人
が
ス
ト
に
入
っ
た
。
組

合
は
10
～
11
月
の
２
カ
月
間
で
19
日

間
の
ス
ト
を
計
画
し
て
い
る
。
ス

サ
ー
ビ
ス
業
が
全
体
の
４
割
。
教
職

員
が
２
割
、
医
療
従
事
者
が
１
割
。

　
今
夏
、
30
の
鉄
道
会
社
と
12
の
鉄

道
労
組
で
労
使
交
渉
が
膠
着
。
米
鉄

道
は
コ
ン
テ
ナ
輸
送
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
柱
だ
。
中
間
選
挙
を
前
に
危
機

感
を
持
っ
た
バ
イ
デ
ン
政
権
が
介
入

し
、
９
月
15
日
に
暫
定
合
意
が
結
ば

れ
、
ス
ト
は
回
避
さ
れ
た
。
バ
イ
デ

ン
は
「（
回
避
は
）
ア
メ
リ
カ
と
っ

て
心
か
ら
の
勝
利
。
双
方
に
と
っ
て

勝
利
だ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る

空
港
や
港
湾
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
争
議

　
欧
州
の
空
港
で
は
か
つ
て
な
い
規

模
で
ス
ト
が
起
き
て
い
る
。
原
因
は

大
量
解
雇
だ
。
コ
ロ
ナ
で
航
空
便
の

数
が
激
減
し
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
が

強
行
さ
れ
た
。
国
際
航
空
運
送
協

会
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
に
よ
る
と
、
航
空

業
界
の
直
接
雇
用
は
世
界
全
体
で

２
３
０
万
人
減
少
し
全
体
の
２
割
を

超
え
る
。
英
政
府
の
発
表
で
51
％
が

一
時
解
雇
と
の
デ
ー
タ
も
。

　
し
か
し
今
年
春
頃
か
ら
、
欧
州
各

国
で
入
国
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
航
空

需
要
が
業
界
の
予
想
よ
り
も
早
く

戻
っ
た
の
だ
。

　
ま
た
格
安
航
空
会
社
で
の
ス
ト
も

頻
発
。
従
来
型
の
航
空
会
社
と
比
べ

て
労
働
条
件
が
厳
し
い
こ
と
や
労
使

交
渉
に
応
じ
な
い
経
営
側
が
姿
勢
な

ど
が
原
因
だ
。「
経
営
危
機
を
乗
り

越
え
る
た
め
」
と
し
て
労
働
組
合
が

賃
下
げ
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
航

空
需
要
が
回
復
す
る
中
で
、
賃
金
を

以
前
の
水
準
に
戻
す
こ
と
や
労
働
条

件
の
改
善
を
求
め
て
い
る
。

　
物
流
関
係
の
ス
ト
ラ
イ
キ
も
活
発

に
闘
わ
れ
て
い
る
。
争
議
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
特
徴
だ
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
港
な

ど
４
つ
の
主
要
港
で
４
時
間
の
短
時

間
ス
ト
だ
っ
た
が
44
年
ぶ
り
の
港
湾

ス
ト
が
発
生
し
た
。
荷
役
作
業
は
数

か
月
中
断
さ
れ
た
。
裁
判
所
の
介
入

に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
ス
ト
は
回
避
に

追
い
込
ま
れ
た
。
　

　
英
国
の
リ
バ
プ
ー
ル
港
や
フ
ェ

リ
ッ
ク
ス
ス
ト
ウ
港
で
も
ス
ト
ラ
イ

キ
が
闘
わ
れ
た
。
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
ス

ト
ウ
港
は
、
英
国
の
コ
ン
テ
ナ
貿
易

の
半
分
を
取
り
扱
う
英
最
大
の
コ
ン

テ
ナ
港
だ
。
会
社
側
は
イ
ン
フ
レ
率

を
下
回
る
賃
上
げ
案
を
提
示
し
交
渉

は
決
裂
し
た
。

　
同
港
の
港
湾
労
働
者
は
、
８
月
に

８
日
間
の
ス
ト
を
行
い
、
さ
ら
に
９

月
27
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
２
回

目
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
。
　

　
米
西
海
岸
で
は
港
湾
労
働
者
の
闘

い
も
激
し
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
　

　
港
湾
経
営
団
体
Ｐ
Ｍ
Ａ
と
労
働
組

合
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ（
国
際
港
湾
倉
庫
労
組
）

は
、
協
約
改
定
（
新
協
定
）
を
め
ぐ

り
激
し
い
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
。

経
営
団
体
は
「
自
動
化
」
を
労
働
組

合
に
飲
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
港
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｗ

Ｕ
が
労
働
者
を
半
分
し
か
派
遣
し
な

い
な
ど
荷
役
作
業
を
遅
ら
せ
る
ス

ロ
ー
ダ
ウ
ン
戦
術
を
実
施
し
、
事
実

上
２
週
間
の
閉
鎖
と
な
っ
た
。
シ
ア

ト
ル
や
タ
コ
マ
港
で
も
同
様
の
闘
い

が
行
わ
れ
た
。

　
米
ア
マ
ゾ
ン
倉
庫
の
組
合
結
成
も

世
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
い
る
。
英
国
の
ア
マ
ゾ
ン
倉
庫
で

も
闘
い
が
始
ま
っ
て
い
る
　

　
韓
国
で
は
６
月
に
貨
物
連
帯
の
ト

ラ
ッ
ク
労
働
者
が
８
日
間
の
ス
ト
ラ

イ
キ
を
闘
っ
た
。
組
合
は
最
低
賃
金

保
障
の
た
め
の
補
助
金
制
度
の
延
長

な
ど
を
要
求
。
２
万
２
千
人
の
組
合

員
の
う
ち
３
割
が
参
加
し
、
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
の
ポ
ス
コ
や
現
代
自
動

車
、
石
油
化
学
工
場
が
操
業
中
止
に

追
い
込
ま
れ
た
。

金
が
理
由
で
人
手
不
足
が
生
じ
、
労

働
条
件
が
悪
化
し
て
い
る
の
だ
。

　
空
港
も
同
様
の
事
情
で
人
手
不
足

を
原
因
と
す
る
労
働
条
件
悪
化
の
改

善
を
求
め
る
ス
ト
が
起
き
た
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
空
港
運
営
に
必
要
な
要
員

の
３
分
の
２
が
下
請
業
者
に
よ
っ
て

担
わ
れ
る
。
だ
が
コ
ロ
ナ
で
下
請
の

人
員
の
約
６
割
が
削
減
さ
れ
た
状
態

で
空
港
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
複
数
の
製
油
所

で
賃
上
げ
を
求
め
る
ス
ト
も
大
き
く

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
６
つ
の
製
油
所

の
う
ち
３
つ
が
閉
鎖
と
な
り
、
精
製

能
力
の
60
％
が
ダ
ウ
ン
し
た
。

　
英
国
で
は
、
６
月
に
過
去
30
年
で

最
大
規
模
と
な
る
Ｒ
Ｍ
Ｔ
（
全
国
鉄

道
・
海
運
・
運
輸
労
働
組
合
）
の
ス

ト
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
大
半
の

列
車
が
停
止
し
、駅
は
閑
散
と
し
た
。

記
録
的
な
イ
ン
フ
レ
と
燃
料
費
高
騰

の
中
で
、
実
質
的
な
賃
下
げ
と
人
員

削
減
を
強
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
停

止
を
求
め
る
も
の
だ
。

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
死
で
闘
い
が

一
時
中
断
し
政
府
と
企
業
に
一
息
つ

か
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を
乗
り

越
え
て
再
度
の
鉄
道
ス
ト
が
計
画
さ

れ
、
10
月
１
日
に
17
万
５
千
人
が
ス

ト
に
突
入
し
、
９
割
の
列
車
が
ス

　
急
激
な
物
価
上
昇
に
見
合
う
賃
上

げ
を
求
め
て
世
界
中
で
ス
ト
ラ
イ
キ

が
頻
発
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
で
「
最
も
切
実
な
ス
ト

ラ
イ
キ
」
と
言
わ
れ
た
医
療
労
働
者

に
続
き
、
運
送
業
や
空
港
、
鉄
道
な

ど
物
流
部
門
の
ス
ト
が
目
立
つ
。

　
さ
ら
に
商
業
や
金
融
サ
ー
ビ
ス
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
な
ど
多
種
多
様
な

業
種
の
ス
ト
が
続
く
。

　
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
で
個
々
の
企

業
や
労
働
者
の
水
準
を
超
え
た
賃
金

減
少
が
生
じ
、
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
上
げ
要
求
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、広
範
な
ス
ト
が
起
き
て
い
る
。

戦
争
協
力
拒
否
も
大
き
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。
個
別
企
業
の
ス
ト
が

他
の
企
業
に
連
鎖
し
、
個
々
の
争
議

で
要
求
が
通
っ
た
こ
と
が
他
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
。
一
つ
の
ス
ト
ラ
イ
キ

が
確
実
に
世
界
に
影
響
を
与
え
る
。

英
仏
米
で
数
十
年

な
い
規
模
の
闘
い

　　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
６
～
７
月
に
か

け
、
国
鉄
や
パ
リ
の
地
下
鉄
、
各
地

の
空
港
、石
油
・
ガ
ス
施
設
、送
電
網
、

建
設
業
な
ど
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
き

た
。
そ
の
先
頭
で
闘
っ
た
の
が
運
送

労
働
者
だ
。
運
送
業
界
は
特
に
低
賃

は
食
べ
て
い
く
の
に
必
要
な
賃
金
を

求
め
て
い
る
だ
け
。
そ
れ
が
イ
ン
フ

レ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
は
ず
が
な

い
」
と
の
声
も
。

　
米
国
で
も
ス
ト
ラ
イ
キ
は
急
増
。

今
年
９
月
現
在
で
８
割
増
だ
（
前
年

同
期
比
）。
規
模
も
拡
大
し
、
２
千

人
以
上
が
参
加
す
る
ス
ト
が
倍
増
し

て
い
る
。
業
種
別
で
見
る
と
、食
品
・

ト
が
実
施
さ
れ
る
と

会
社
は
１
日
あ
た
り

１
１
０
万
㌦
（
約
16
億

円
）
の
損
害
が
発
生
す

る
。

　
英
国
で
は
近
年
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
崩
壊
が

加
速
し
て
い
る
。
　

　
英
国
の
医
療
業
界
で

の
人
手
不
足
は
10
万
人

を
超
え
、
６
５
０
万
人

に
及
ぶ
手
術
の
順
番
待

ち
が
生
じ
て
い
る
。
パ

ス
ポ
ー
ト
更
新
も
窓
口

が
追
い
つ
か
ず
10
週
間

が
必
要
で
、
運
転
免
許

試
験
を
受
け
る
の
に
も

平
均
14
週
間
も
待
た
な

く
て
は
い
け
な
い
。

　
こ
の
中
で
公
共
部
門

で
働
く
労
働
者
の
積
年

の
怒
り
が
爆
発
し
て
い

る
。
特
に
看
護
師
や
介

護
士
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

目
立
つ
。
イ
ン
フ
レ
の

原
因
を
労
働
者
の
賃
上

げ
に
求
め
る
言
説
に
対

し
「
看
護
師
や
介
護
士

積
年
の
怒
り
と
世
界
共
通
の
要
求
で
広
範
な
闘
い

世界の空港・鉄道・港湾でストが激発・継続中

ト
ッ
プ
し
た
。
30
の
都
市
で
集

会
や
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
ス
ト
は
10
月
２
日
か

ら
開
催
さ
れ
た
保
守
党
の
大
会

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
だ
。
Ｒ
Ｍ
Ｔ
は

「
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勝
つ
か
、
保

守
党
が
わ
れ
わ
れ
を
粉
砕
す
る

の
か
ど
ち
ら
か
だ
」
と
そ
の
決

意
を
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
10

月
８
日
、
15
日
と
大
規
模
ス
ト

ラ
イ
キ
が
計
画
さ
れ
、
組
合
側

は
、
部
分
的
な
賃
上
げ
で
和
解

　
広
島
県
三
次
市
で
10
月
10
日
、
動

労
西
日
本
の
呼
び
か
け
で
Ｊ
Ｒ
芸
備

線
の
廃
線
化
絶
対
反
対
の
集
会
と
デ

モ
が
１
５
０
人
の
結
集
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
在
来
線
４
割
廃
止
を

打
ち
砕
く
決
定
的
な
行
動
が
広
島
の

地
か
ら
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
攻
撃
は
、
岸
田
政
権
が
中
国

侵
略
戦
争
に
踏
み
出
す
た
め
に
闘
う

労
働
組
合
を
解
体
し
、
労
働
者
を
戦

争
に
動
員
す
る
戦
争
国
家
化
の
国
策

で
す
。
け
っ
し
て
「
地
方
ロ
ー
カ
ル

線
」
存
続
に
切
り
縮
め
ら
れ
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
・
鉄
道
の
職
場
の
み
な
ら
ず

自
治
体
・
教
育
・
郵
政
・
医
療
福
祉

な
ど
全
産
別
に
わ
た
り
産
業
構
造
を

軍
事
最
優
先
に
転
換
さ
せ
る
攻
撃
で

す
。
攻
撃
の
地
元
で
こ
れ
を
実
感
さ

せ
る
集
会
・
デ
モ
を
開
き
、
反
撃
を

開
始
し
た
こ
と
は
決
定
的
で
す
。

　
さ
ら
に
職
場
・
地
域
で
国
交
省
検

討
会
路
線
粉
砕
の
闘
い
を
組
織
化

し
、
闘
う
労
働
組
合
を
甦
ら
せ
る
テ

コ
と
し
、
11
・
６
労
働
者
集
会
に
総

決
起
す
る
こ
と
が
、
当
面
最
大
の
課

題
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
廃
線
化
は
、
Ｊ
Ｒ
東
に

お
け
る
４
千
人
削
減
、
Ｊ
Ｒ
西

の
中
国
統
括
本
部
発
足—

支

社
統
廃
合
か
ら
始
ま
っ
た
人
員

削
減
と
一
体
で
す
。
Ｊ
Ｒ
職
場

で
の
反
撃
・
闘
う
労
働
組
合
の

組
織
拡
大
こ
そ
が
待
ち
の
ぞ
ま

れ
て
い
ま
す
。
動
労
西
日
本
・

動
労
総
連
合
は
、
こ
の
闘
い
の

最
先
頭
で
闘
い
ま
す
。

　
三
次
集
会
は
予
想
を
上
回
る
参
集

で
、
地
域
で
も
関
心
が
高
い
も
の
で

し
た
。
動
労
西
日
本
の
大
江
照
己
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
山
田
和
広
書

記
長
が
基
調
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

動
労
千
葉
の
川
崎
昌
浩
執
行
委
員
や

動
労
総
連
合
九
州
の
羽
廣
憲
委
員
長

が
東
日
本
や
九
州
の
闘
い
を
報
告
、

ま
し
た
。
港
合
同
の
木
下
浩
平
祖
執

行
委
員
が
「
戦
争
を
阻
む
た
め
に

鉄
道
全
廃
反
対
の
闘
い
に
起
と
う
。

11
・
６
集
会
に
結
集
し
よ
う
」
と
提

起
し
ま
し
た
。

　
私
鉄
の
青
年
労
働
者
、
可
部
線
廃

線
が
強
行
さ
れ
た
安
芸
太
田
町
か
ら

は
大
江
厚
子
町
議
ら
の
決
意
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。
広
島
連
帯
ユ
ニ
オ
ン

の
宮
原
亮
委
員
長
が
、
今
回
の
国
交

省
検
討
会
路
線
が
全
産
別
に
わ
た
る

国
家
改
造
計
画
で
あ
り
、
全
労
働
者

が
反
撃
に
取
り
組
み
、戦
争
国
家
化
・

戦
争
動
員
を
止
め
よ
う
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
集
会
後
の
デ
モ
は
、
デ
モ
を
初
め

て
見
た
沿
道
の
住
民
の
圧
倒
的
な
注

目
・
激
励
の
声
を
浴
び
て
、
Ｊ
Ｒ
三

次
駅
前
ま
で
活
気
あ
ふ
れ
る
デ
モ
行

進
が
打
ち
抜
か
れ
ま
し
た
（
投
稿
）。

（
表
面
か
ら
の
続
き
）

芸
備
線
廃
線
化
反
対
で
150
人
デ
モ

動
労
西
日
本
の
呼
び
か
け
で
現
地
集
会

し
か
し
、
不


